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第７期 

運 用 報 告 書 (全 体 版 ) 

 

優良好配当･⽇本株式ファンド 
（愛称 投資の原点） 

 

【2023年４月11日決算】 

 

受益者の皆様へ 

平素は格別のご愛顧を賜り厚くお礼申し上げます。

皆様の「優良好配当･日本株式ファンド（愛称 投

資の原点）」は、2023年４月11日に第７期決算を迎え

ましたので、期中の運用状況ならびに決算のご報告を

申し上げます。 

今後とも、一層のご愛顧を賜りますようお願い申し

上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信/国内/株式 

信 託 期 間 2019年９月27日から2029年10月11日までです。 

運 用 方 針 

優良好配当･日本株式マザーファンド（以下、「マ

ザーファンド」といいます。）を通じて、クオリティ

が高く、好配当利回りと判断される日本の株式に投

資を行い、投資信託財産の成長を目指して運用を行

います。 

主 要 投 資 

対 象 

当 フ ァ ン ド 
マザーファンドの受益証券を主要

投資対象とします。 

優良好配当･日本株式 

マ ザ ー フ ァ ン ド 

日本の金融商品取引所上場株式を

主要投資対象とします。 

投 資 制 限 

当 フ ァ ン ド 

マザーファンドの受益証券への投

資割合には、制限を設けません。 

株式への実質投資割合には制限を

設けません。 

外貨建資産への投資は行いません。 

優良好配当･日本株式 

マ ザ ー フ ァ ン ド 

株式への投資割合には制限を設け

ません。 

外貨建資産への投資は行いません。 

分 配 方 針 

毎年４月11日および10月11日（それぞれ休業日の場

合は翌営業日）に決算を行い、原則として、以下の

方針に基づき、収益分配を行います。 

分配対象収益の範囲は、繰越分を含めた経費控除後

の配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等の

全額とします。繰越分を含めた経費控除後の配当等

収益には、マザーファンドの配当等収益のうち投資

信託財産に帰属すべき配当等収益を含むものとし

ます。 

分配金額は、委託会社が分配可能額の範囲内で、組

入株式の配当水準等に基づき決定します。分配可能

額が少額の場合や基準価額水準によっては、収益分

配を行わないことがあります。 
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優良好配当･日本株式ファンド（愛称 投資の原点） 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 JPX日経インデックス400 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

（参考指数） 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ポイント ％ ％ ％ 百万円 

３期(2021年４月12日) 10,958 160 19.3 17,600.41 19.1 97.4 － 7,613 

４期(2021年10月11日) 10,620 120 △ 2.0 17,984.48 2.2 97.6 － 4,776 

５期(2022年４月11日) 9,716 175 △ 6.9 17,047.07 △ 5.2 97.1 － 3,105 

６期(2022年10月11日) 9,806 135 2.3 16,790.23 △ 1.5 97.8 － 2,502 

７期(2023年４月11日) 10,378 205 7.9 17,947.89 6.9 96.3 － 2,289 
 

（注） 基準価額および分配金（税引前）は１万口当たり、基準価額の騰落率は分配金（税引前）込み。 

（注） JPX日経インデックス400は当ファンドの参考指数であり、ベンチマークではありません。 

（注）当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、株式組入比率および株式先物比率は実質比率を記載しております。 

（注） 株式先物比率＝買建比率－売建比率。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 JPX日経インデックス400 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 （参考指数） 騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ポイント ％ ％ ％ 

2022年10月11日 9,806 － 16,790.23 － 97.8 － 

10月末 10,028 2.3 17,322.84 3.2 96.8 － 

11月末 10,354 5.6 17,899.26 6.6 97.2 － 

12月末 9,827 0.2 17,039.51 1.5 98.7 － 

2023年１月末 10,210 4.1 17,804.63 6.0 98.2 － 

２月末 10,467 6.7 17,972.44 7.0 97.8 － 

３月末 10,677 8.9 18,057.76 7.5 96.5 － 

(期  末)       

2023年４月11日 10,583 7.9 17,947.89 6.9 96.3 － 
 

（注） 期末基準価額は１万口当たり分配金（税引前）込み、騰落率は期首比。 

 

・「ＪＰＸ日経インデックス４００」は、株式会社ＪＰＸ総研（以下「ＪＰＸ総研」といいます。）及び株式会社日本経済新聞社（以下「日経」とい

います。）によって独自に開発された手法によって、算出される著作物であり、ＪＰＸ総研及び日経は、「ＪＰＸ日経インデックス４００」自体及び

「ＪＰＸ日経インデックス４００」を算定する手法に対して、著作権その他一切の知的財産権を有しています。 

・「ＪＰＸ日経インデックス４００」を示す標章に関する商標権その他の知的財産権は、全てＪＰＸ総研、株式会社日本取引所グループ及び日経に帰

属しています。 

・当ファンドは、投資信託委託業者等の責任のもとで運用されるものであり、ＪＰＸ総研及び日経は、その運用及び当ファンドの取引に関して、一切

の責任を負いません。 

・ＪＰＸ総研及び日経は、「ＪＰＸ日経インデックス４００」を継続的に公表する義務を負うものではなく、公表の誤謬、遅延又は中断に関して、責

任を負いません。 

・ＪＰＸ総研及び日経は、「ＪＰＸ日経インデックス４００」の構成銘柄、計算方法、その他「ＪＰＸ日経インデックス４００」の内容を変える権利

及び公表を停止する権利を有しています。 
 

 

  



品 名：90009_553239_007_02_優良好配当・日本株式ファンド_962888.docx 

日 時：2023/5/12 9:57:00 

ページ：2 

 

― 2 ― 

優良好配当･日本株式ファンド（愛称 投資の原点） 

  

  

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 
（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 
（注） 参考指数は、JPX日経インデックス400です。 
（注） 分配金再投資基準価額および参考指数は、期首（2022年10月11日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 
（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 
当ファンドの主要投資対象である「優良好配当･日本株式マザーファンド」における主なプラス要因およびマイナ

ス要因は以下の通りです。 

 
（主なプラス要因） 

・業種配分では、電気機器や機械、建設業などが基準価額にプラスに寄与しました。 

・個別銘柄では、ＳＣＲＥＥＮホールディングスや堀場製作所、ディスコなどが基準価額にプラスに寄与しました。 

 

（主なマイナス要因） 

・業種配分では、サービス業や情報・通信業、その他製品が基準価額にマイナスに影響しました。 

・個別銘柄では、トランス・コスモスやスターツコーポレーション、メイテックなどが基準価額にマイナスに影響し

ました。 

 

また、当ファンドにおいては、信託報酬などのコストがマイナス要因となりました。  
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優良好配当･日本株式ファンド（愛称 投資の原点） 

  
国内株式市場は、一進一退の展開の中、概ね堅調な推移となりました。期中では、日銀が金融政策を2022年末に修

正し長期金利が上昇したことが上値を抑える要因となったものの、米国の金融引き締め長期化観測が後退したこと

や新型コロナウイルスの水際対策緩和による経済活動再開が上昇要因となりました。また期末にかけては、欧米の

金融機関を発端とする金融不安が発生したことで、株価が不安定な動きになる局面もありましたが、各国の金融当

局が迅速に対応したことが奏功し、市場は比較的速やかに安定回復しました。 

 

  
「優良好配当･日本株式マザーファンド」受益証券の組入比率は、期を通じて100％に近い高水準を維持しました。 

「優良好配当･日本株式マザーファンド」の運用につきましては、運用の基本方針に則り、株式組入比率を高位に

保つとともに、クオリティが高く、好配当利回りと判断される日本の株式に投資を行いました。具体的には、JPX日

経インデックス400（金融を除きます）の構成銘柄の中から、配当利回りの高さ、配当水準の継続性等の観点および

業種分散を勘案の上、50銘柄を定量基準に則って抽出し、等金額に組み入れました。 

当期間では、2022年11月と2023年２月に、銘柄見直しおよび組入比率の調整を行いました。 

実質株式組入比率は、概ね94％～99％の範囲で推移させました。 

 

  
当ファンドは特定のベンチマークを設けておりません

が、分配金も考慮した当ファンドの基準価額の騰落率は、

参考指数としているJPX日経インデックス400の騰落率を

1.0％上回りました。詳細につきましては前掲の「基準価

額の主な変動要因」をご参照ください。 

 

  

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税引前）込みです。 

（注） 参考指数は、JPX日経インデックス400です。 
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優良好配当･日本株式ファンド（愛称 投資の原点） 

  
毎年４月11日および10月11日（それぞれ休業日の場合は翌営業日）に決算を行い、収益分配を行います。分配対象

収益の範囲は、繰越分を含めた経費控除後の配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等の全額とします。分配金

額は、委託会社が分配可能額の範囲内で、組入株式の配当水準等に基づき決定します。 

この基本方針に則り、当期は１万口当たり205円（税引前）の分配を行いました。なお、収益分配に充てなかった

留保益については、運用の基本方針と同一の運用を行います。 

 

 （単位：円、１万口当たり・税引前） 

項 目 
第７期 

2022年10月12日～ 
2023年４月11日 

当期分配金 205  

(対基準価額比率) 1.937％ 

 当期の収益 182  

 当期の収益以外 22  

翌期繰越分配対象額 745  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税引前）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

  
＜優良好配当･日本株式ファンド（愛称 投資の原点）＞ 

運用の基本方針に則り、主要投資対象である「優良好配当･日本株式マザーファンド」受益証券の組入比率を高水

準に維持することにより、投資信託財産の成長を目指して運用してまいります。 

 

○優良好配当･日本株式マザーファンド 

クオリティが高く、好配当利回りと判断される日本の株式に投資を行います。銘柄の選定にあたっては、JPX日経

インデックス400（金融を除きます）の構成銘柄の中から、配当利回りの高さ、配当水準の継続性等の観点および業

種分散を勘案の上、50銘柄を定量基準に則って抽出します。ただし、財務内容や流動性等を勘案し、投資対象銘柄か

ら除外することがあります。ポートフォリオの構築にあたっては、各銘柄を原則として等金額に組み入れ、銘柄の見

直しおよび組入比率の調整は、原則として３ヵ月毎に行います。また、株式の組入比率は高位を保つことを基本と

します。 

 
※文中の投資行動は、個別銘柄の売買等いかなる投資行動も推奨するものではありません。 
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優良好配当･日本株式ファンド（愛称 投資の原点） 

○１万口当たりの費用明細 (2022年10月12日～2023年４月11日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 70  0.680  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (34)  (0.329)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (34)  (0.329)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 2)  (0.022)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 8   0.074   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 8)  (0.074)   

（c） そ の 他 費 用 1   0.006   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） ( 1)  (0.005)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 0)  (0.000)  その他は、金銭信託支払手数料 

 合 計 79   0.760    

期中の平均基準価額は、10,260円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額において基準価額は円未満切捨て、その他は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料およびその他費用は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するもの

を含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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優良好配当･日本株式ファンド（愛称 投資の原点） 

（参考情報） 

◯総経費率 

期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は1.37％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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優良好配当･日本株式ファンド（愛称 投資の原点） 

○売買及び取引の状況 (2022年10月12日～2023年４月11日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
優良好配当･日本株式マザーファンド 6,965 7,700 378,753 438,900 

 
（注） 単位未満は切捨て。 

 

○株式売買比率 (2022年10月12日～2023年４月11日) 

 

項 目 
当 期 

優良好配当･日本株式マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 2,069,524千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 2,359,166千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.87   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均です。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2022年10月12日～2023年４月11日) 

 

＜優良好配当･日本株式ファンド（愛称 投資の原点）＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜優良好配当･日本株式マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 837 113 13.5 1,232 211 17.1 

平均保有割合 100.0%       
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該ベビーファンドのマザーファンド所有口数の割合。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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優良好配当･日本株式ファンド（愛称 投資の原点） 

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 1,781千円 
うち利害関係人への支払額（B） 243千円 

（B）／（A） 13.7％   
 
（注） 売買委託手数料総額は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは岡三証
券株式会社、株式会社ＳＢＩ証券です。 

 

○組入資産の明細 (2023年４月11日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

優良好配当･日本株式マザーファンド 2,259,059 1,887,270 2,278,502 
 
（注） 口数・評価額の単位未満は切捨て。 

 

○投資信託財産の構成 (2023年４月11日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

優良好配当･日本株式マザーファンド 2,278,502 96.9 

コール・ローン等、その他 72,855 3.1 

投資信託財産総額 2,351,357 100.0 
 
（注） 評価額の単位未満は切捨て。 

 

  

親投資信託残高 
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優良好配当･日本株式ファンド（愛称 投資の原点） 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2023年４月11日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 2,351,357,499   

 コール・ローン等 72,855,490   

 優良好配当･日本株式マザーファンド(評価額) 2,278,502,009   

(B) 負債 61,763,638   

 未払収益分配金 45,227,074   

 未払信託報酬 16,403,992   

 未払利息 74   

 その他未払費用 132,498   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 2,289,593,861   

 元本 2,206,198,739   

 次期繰越損益金 83,395,122   

(D) 受益権総口数 2,206,198,739口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,378円 

 
（注） 計算期間末における１口当たりの純資産額は、1.0378円です。

（注） 当ファンドの期首元本額は2,551,742,834円、期中追加設定元本

額は23,366,590円、期中一部解約元本額は368,910,685円です。
 

○損益の状況 (2022年10月12日～2023年４月11日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △      3,105   

 受取利息 91   

 支払利息 △      3,196   

(B) 有価証券売買損益 187,068,840   

 売買益 201,517,897   

 売買損 △ 14,449,057   

(C) 信託報酬等 △ 16,537,166   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 170,528,569   

(E) 前期繰越損益金 △ 39,138,710   

(F) 追加信託差損益金 △  2,767,663   

 (配当等相当額) (    6,810,753)  

 (売買損益相当額) (△  9,578,416)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 128,622,196   

(H) 収益分配金 △ 45,227,074   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 83,395,122   

 追加信託差損益金 △  2,767,663   

 (配当等相当額) (    6,962,668)  

 (売買損益相当額) (△  9,730,331)  

 分配準備積立金 157,583,855   

 繰越損益金 △ 71,421,070   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は、期末の評価換えに

よるものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定した価額から元本を差し引いた差額分を

いいます。 

（注）収益分配金 

決算期 第７期 

(a) 配当等収益(費用控除後) 40,350,965円 

(b) 有価証券等損益額(費用控除後、繰越欠損金補填後) 0円 

(c) 信託約款に規定する収益調整金 6,962,668円 

(d) 信託約款に規定する分配準備積立金 162,459,964円 

 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 209,773,597円 

 分配対象収益(１万口当たり) 950円 

 分配金額 45,227,074円 

 分配金額(１万口当たり) 205円 
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優良好配当･日本株式ファンド（愛称 投資の原点） 

用語解説 
○資産、負債、元本及び基準価額の状況は、期末における資産、負債、元本及び基準価額の計算過程を表しています。
主な項目の説明は次の通りです。 

項 目 説 明 

資産 ファンドが保有する財産の合計です。 
コール・ローン等 金融機関向けの安全性の高い短期貸付運用などの残高です。 
各種有価証券等(評価額) 組入れた株式・債券・ファンドなどの評価金額です。 
未収入金 入金が予定されている有価証券の売却代金などです。 
未収配当金 入金が予定されている株式の配当金等です。 

未収利息 
入金が予定されているコール・ローン等の利息や債券の利息
の合計です。 

負債 支払いが予定されている金額の合計です。 
未払収益分配金 期末時点で支払いが予定されている収益分配金です。 
未払解約金 支払いが予定されている解約金です。 
未払信託報酬 支払いが予定されている信託報酬の額です。 
その他未払費用 支払いが予定されている監査費用、その他の費用です。 

純資産総額(資産－負債) 
ファンドが保有する財産の合計から支払いが予定されてい
る金額の合計を差し引いたものです。 

元本 ファンド全体の元本残高です。 

次期繰越損益金 
純資産総額と元本の差額(翌期に繰り越す損益金の合計額)
です。 

受益権総口数 受益者が保有する受益権口数の合計です。 
1(万)口当たり基準価額 1(万)口当たりのファンドの時価です。 

 

用語解説 
○損益の状況は、期中にファンドがどのような収益や損失を計上したかを表しています。主な項目の説明は次の通り
です。 

項 目 説 明 

配当等収益 ファンドが受取った配当金・利息等の合計です。 
受取配当金 保有する株式等の配当金等です。 
受取利息 債券、コール・ローン等の利息等です。 

有価証券売買損益 有価証券の売買損益と期末の評価損益の合計額です。 
売買益 売買益と期末評価益の合計です。 
売買損 売買損と期末評価損の合計です。 

信託報酬等 
信託報酬のほか保管費用、監査費用、その他の費用と、それ
らに掛かる消費税等相当額です。 

当期損益金 当期における収支合計です。 

前期繰越損益金 
前期分の分配準備積立金と繰越損益金の合計額から当期中
の解約に対する持分を控除した金額です。 

追加信託差損益金 受益者がファンドに払い込んだ金額と元本との差額です。 
(配当等相当額) 配当等に相当する額です。 
(売買損益相当額) 売買損益に相当する額です。 

計 収益分配前の期中の収支の総合計です。 
収益分配金 期中の分配可能額から受益者に支払われる分配金です。 
次期繰越損益金 翌期に繰り越す損益金の合計です。 
追加信託差損益金 翌期に繰り越す追加信託差損益金です。 
(配当等相当額) 配当等に相当する額です。 
(売買損益相当額) 売買損益に相当する額です。 
分配準備積立金 翌期に繰り越す分配準備積立金の額です。 
繰越損益金 翌期に繰り越す損益金の額です。 
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優良好配当･日本株式ファンド（愛称 投資の原点） 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税引前） 205円 

支払開始日 2023年４月17日（月）までの間に支払いを開始します。 

お支払場所 取得申込みを取扱った販売会社の本支店 
 
 
 

<お知らせ> 
該当事項はございません。 
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優良好配当･日本株式マザーファンド 

 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 JPX日経インデックス400 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額  

期 中 
騰 落 率 

（参考指数） 
期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 ％ ポイント ％ ％ ％ 百万円 

2019年９月27日 10,000 － 14,498.97 － － － 10,215 

１期(2020年４月13日) 8,175 △18.3 12,611.65 △13.0 96.4 － 8,871 

２期(2021年４月12日) 11,646 42.5 17,600.41 39.6 97.7 － 7,590 

３期(2022年４月11日) 10,776 △ 7.5 17,047.07 △ 3.1 97.2 － 3,103 

４期(2023年４月11日) 12,073 12.0 17,947.89 5.3 96.8 － 2,278 
 

（注） 基準価額は１万口当たり。 

（注） 設定日の基準価額および純資産総額は当初設定元本。 

（注） JPX日経インデックス400は当ファンドの参考指数であり、ベンチマークではありません。設定日のJPX日経インデックス400は設定日前

営業日の終値です。 

（注） 株式先物比率＝買建比率－売建比率。 

 

  

優良好配当･日本株式マザーファンド 

第４期 運用状況のご報告 

決算日：2023年４月11日 
 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

運 用 方 針 クオリティが高く、好配当利回りと判断される日本の株式に投資を行います。 

主要投資対象 日本の金融商品取引所上場株式を主要投資対象とします。 

投 資 制 限 株式への投資割合には制限を設けません。外貨建資産への投資は行いません。 
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優良好配当･日本株式マザーファンド 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 JPX日経インデックス400 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 （参考指数） 騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ポイント ％ ％ ％ 

2022年４月11日 10,776 － 17,047.07 － 97.2 － 

４月末 10,959 1.7 17,122.20 0.4 96.9 － 

５月末 10,804 0.3 17,245.93 1.2 97.4 － 

６月末 10,707 △ 0.6 16,811.46 △1.4 97.8 － 

７月末 11,134 3.3 17,462.60 2.4 98.4 － 

８月末 11,353 5.4 17,679.30 3.7 99.0 － 

９月末 10,907 1.2 16,468.29 △3.4 97.7 － 

10月末 11,366 5.5 17,322.84 1.6 97.0 － 

11月末 11,751 9.0 17,899.26 5.0 96.9 － 

12月末 11,163 3.6 17,039.51 △0.0 99.1 － 

2023年１月末 11,614 7.8 17,804.63 4.4 98.6 － 

２月末 11,918 10.6 17,972.44 5.4 98.2 － 

３月末 12,173 13.0 18,057.76 5.9 96.7 － 

(期  末)       

2023年４月11日 12,073 12.0 17,947.89 5.3 96.8 － 
 

（注） 騰落率は期首比。 

 

・「ＪＰＸ日経インデックス４００」は、株式会社ＪＰＸ総研（以下「ＪＰＸ総研」といいます。）及び株式会社日本経済新聞社（以下「日経」とい

います。）によって独自に開発された手法によって、算出される著作物であり、ＪＰＸ総研及び日経は、「ＪＰＸ日経インデックス４００」自体及び

「ＪＰＸ日経インデックス４００」を算定する手法に対して、著作権その他一切の知的財産権を有しています。 

・「ＪＰＸ日経インデックス４００」を示す標章に関する商標権その他の知的財産権は、全てＪＰＸ総研、株式会社日本取引所グループ及び日経に帰

属しています。 

・当ファンドは、投資信託委託業者等の責任のもとで運用されるものであり、ＪＰＸ総研及び日経は、その運用及び当ファンドの取引に関して、一切

の責任を負いません。 

・ＪＰＸ総研及び日経は、「ＪＰＸ日経インデックス４００」を継続的に公表する義務を負うものではなく、公表の誤謬、遅延又は中断に関して、責

任を負いません。 

・ＪＰＸ総研及び日経は、「ＪＰＸ日経インデックス４００」の構成銘柄、計算方法、その他「ＪＰＸ日経インデックス４００」の内容を変える権利

及び公表を停止する権利を有しています。 
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優良好配当･日本株式マザーファンド 

  

  

  
（注） 参考指数は、JPX日経インデックス400です。 

（注） 参考指数は、期首（2022年４月11日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 
当ファンドにおける主なプラス要因およびマイナス要因は以下の通りです。 

 

（主なプラス要因） 

・業種配分では、小売業や電気機器、機械などが基準価額にプラスに寄与しました。 

・個別銘柄では、エービーシー・マートやダイワボウホールディングス、テイ・エス テックなどが基準価額にプラ

スに寄与しました。 

 

（主なマイナス要因） 

・業種配分では、サービス業やその他製品、食料品が基準価額にマイナスに影響しました。 

・個別銘柄では、アイ・アールジャパンホールディングスやトランス・コスモス、東京エレクトロンなどが基準価額

にマイナスに影響しました。 

 

  
国内株式市場は、一進一退の展開の中、概ね堅調な推移となりました。期中では、欧米の金融引き締めによる海外

の景気悪化への懸念や、日銀が金融政策を2022年末に修正し長期金利が上昇したことなどが上値を抑える要因と

なったものの、底堅い企業業績に加え新型コロナウイルスの水際対策緩和による経済活動再開が上昇要因となりま

した。また期末にかけては、欧米の金融機関を発端とする金融不安が発生したことで、株価が不安定な動きになる局

面もありましたが、各国の金融当局が迅速に対応したことが奏功し、市場は比較的速やかに安定回復しました。 
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優良好配当･日本株式マザーファンド 

  
運用の基本方針に則り、株式組入比率を高位に保つとともに、クオリティが高く、好配当利回りと判断される日

本の株式に投資を行いました。具体的には、JPX日経インデックス400（金融を除きます）の構成銘柄の中から、配当

利回りの高さ、配当水準の継続性等の観点および業種分散を勘案の上、50銘柄を定量基準に則って抽出し、等金額に

組み入れました。 

当期間では、2022年５月、８月、11月、2023年２月に銘柄見直しおよび組入比率の調整を行いました。 

株式組入比率は、概ね94％～99％の範囲で推移させました。 

 

  
当ファンドは特定のベンチマークを設けておりませんが、当ファンドの基準価額の騰落率は、参考指数としてい

るJPX日経インデックス400の騰落率を6.7％上回りました。詳細につきましては前掲の「基準価額の主な変動要因」

をご参照ください。 

 

  
クオリティが高く、好配当利回りと判断される日本の株式に投資を行います。銘柄の選定にあたっては、JPX日経

インデックス400（金融を除きます）の構成銘柄の中から、配当利回りの高さ、配当水準の継続性等の観点および業

種分散を勘案の上、50銘柄を定量基準に則って抽出します。ただし、財務内容や流動性等を勘案し、投資対象銘柄か

ら除外することがあります。ポートフォリオの構築にあたっては、各銘柄を原則として等金額に組み入れ、銘柄の見

直しおよび組入比率の調整は、原則として３ヵ月毎に行います。また、株式の組入比率は高位を保つことを基本とし

ます。 

 
※文中の投資行動は、個別銘柄の売買等いかなる投資行動も推奨するものではありません。 

 

  

― 15 ―

添付ファンド_10pt_962888.indd   15 2023/05/18   17:30:34



品 名：90009_131213_004_03_優良好配当・日本株式マザーファンド_962887.docx 

日 時：2023/5/18 17:28:00 

ページ：5 

 

― 5 ― 

優良好配当･日本株式マザーファンド 

○１万口当たりの費用明細 (2022年４月12日～2023年４月11日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 売 買 委 託 手 数 料 20  0.179  (a)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (20)  (0.179)   

（b） そ の 他 費 用 0   0.000   (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ そ の 他 ） ( 0)  (0.000)  その他は、金銭信託支払手数料 

 合 計 20   0.179    

期中の平均基準価額は、11,320円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 
（注） 各金額において基準価額は円未満切捨て、その他は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 

 

○売買及び取引の状況 (2022年４月12日～2023年４月11日) 

 

 

 
買 付 売 付 

株 数 金 額 株 数 金 額 

国 

内 

 千株 千円 千株 千円 
上場 1,196 2,270,111 1,556 3,286,328 
 (   18) (       －)

 
（注） 金額は受渡代金。 
（注） 単位未満は切捨て。 
（注） ( )内は株式分割、予約権行使、合併等による増減分で、上段の数字には含まれておりません。 

 

○株式売買比率 (2022年４月12日～2023年４月11日) 

 

項 目 当 期 

(a) 期中の株式売買金額 5,556,440千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 2,559,983千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 2.17   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均です。   

株式 
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優良好配当･日本株式マザーファンド 

○利害関係人との取引状況等 (2022年４月12日～2023年４月11日) 

 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 2,270 654 28.8 3,286 325 9.9 

 
 
 

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 4,715千円 
うち利害関係人への支払額（B） 819千円 

（B）／（A） 17.4％   
 
 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは岡三証
券株式会社、株式会社ＳＢＩ証券です。 

 

  

利害関係人との取引状況 
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優良好配当･日本株式マザーファンド 

○組入資産の明細 (2023年４月11日現在) 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

建設業（10.0％）    

安藤・間 69.8 52.5 43,942 

コムシスホールディングス 23.2 17.8 43,681 

大林組 － 43.8 43,975 

熊谷組 22.8 16.2 44,193 

大東建託 4.7 － － 

積水ハウス 26.8 16.6 44,023 

食料品（4.0％）    

宝ホールディングス － 42.4 43,672 

日本たばこ産業 － 15.8 44,240 

化学（10.0％）    

東ソー 34.9 25 44,700 

三菱瓦斯化学 30.2 － － 

積水化学工業 － 23.8 44,172 

日本ゼオン － 31.9 44,564 

アイカ工業 20.8 14.6 43,493 

花王 12.5 8.3 43,234 

日東電工 7.2 － － 

医薬品（4.0％）    

アステラス製薬 32.8 22.7 43,697 

科研製薬 15.2 12.1 44,346 

エーザイ 10.5 － － 

大塚ホールディングス 14.9 － － 

ゴム製品（2.0％）    

ブリヂストン － 8.5 44,633 

ガラス・土石製品（4.1％）    

日本特殊陶業 － 16.7 45,123 

ニチアス 24.9 17.1 44,323 

金属製品（4.0％）    

ＳＵＭＣＯ － 23.2 45,008 

三和ホールディングス 52.6 31.8 44,138 

機械（8.1％）    

アマダ 59.2 36.9 44,427 

ＦＵＪＩ 27.8 20.3 44,883 
 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

オーエスジー 34.6 － － 

オプトラン 30.9 － － 

荏原製作所 9.7 7.6 44,992 

竹内製作所 24.3 15.4 43,659 

電気機器（20.0％）    

ブラザー工業 28.1 22.2 45,066 

三菱電機 45.6 － － 

ＭＣＪ 67.7 46.8 44,600 

エレコム － 34.5 42,745 

アンリツ － 36.5 44,384 

堀場製作所 － 5.9 44,722 

フェローテックホールディングス － 14 43,680 

カシオ計算機 45.1 34.3 44,109 

京セラ 9.3 6.4 44,416 

ＳＣＲＥＥＮホールディングス － 3.9 43,758 

東京エレクトロン － 2.7 42,903 

輸送用機器（6.0％）    

トヨタ紡織 31.9 21.5 44,999 

いすゞ自動車 41.3 － － 

ＳＵＢＡＲＵ 33.3 21.1 44,288 

テイ・エス テック 43.3 26.4 43,269 

精密機器（2.0％）    

ブイ・テクノロジー 19.3 － － 

東京精密 13.6 9 45,090 

その他製品（4.0％）    

ピジョン 28.4 21.4 43,249 

任天堂 1 8.3 44,927 

陸運業（2.0％）    

ＮＩＰＰＯＮ ＥＸＰＲＥＳＳホールディングス － 5.7 44,061 

情報・通信業（4.0％）    

ティーガイア 37.7 26 44,018 

アカツキ 19.6 － － 

トレンドマイクロ 8.8 － － 

大塚商会 14.1 － － 
 

国内株式 
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優良好配当･日本株式マザーファンド 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

ＤＴＳ － 14.1 44,415 

卸売業（2.0％）    

アルフレッサ ホールディングス 35.7 24.9 44,944 

ダイワボウホールディングス 37.9 － － 

日本ライフライン 56.9 － － 

小売業（－％）    

エービーシー・マート 12.7 － － 

不動産業（6.0％）    

大東建託 － 3.3 45,012 

飯田グループホールディングス 29.3 20.2 43,935 

スターツコーポレーション 26.1 17.9 43,890 
 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

サービス業（7.8％）    

ＭＩＸＩ 27.4 － － 

バリューコマース － 25.4 43,967 

エン・ジャパン 20 19.3 43,405 

アイ・アールジャパンホールディングス 12.7 － － 

トランス・コスモス － 13.6 42,228 

メイテック 9 19 42,275 

イオンディライト 20.5 － － 

合 計 
株 数 ・ 金 額 1,366 1,025 2,205,487 

銘柄数＜比率＞ 50 50 ＜96.8％＞ 
  

（注） 銘柄欄の( )内は、国内株式の評価総額に対する各業種の比率。

（注） 合計欄の＜ ＞内は、純資産総額に対する評価額の比率。 

（注） 評価額の単位未満は切捨て。 
 

 

○投資信託財産の構成 (2023年４月11日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

株式 2,205,487 96.8 

コール・ローン等、その他 72,923 3.2 

投資信託財産総額 2,278,410 100.0 
 

（注） 評価額の単位未満は切捨て。 
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優良好配当･日本株式マザーファンド 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2023年４月11日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 2,278,410,611   

 コール・ローン等 32,282,031   

 株式(評価額) 2,205,487,700   

 未収配当金 40,640,880   

(B) 負債 389   

 未払利息 33   

 その他未払費用 356   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 2,278,410,222   

 元本 1,887,270,777   

 次期繰越損益金 391,139,445   

(D) 受益権総口数 1,887,270,777口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 12,073円 
 

（注） 計算期間末における１口当たりの純資産額は、1.2073円です。

（注） 当ファンドの期首元本額は2,879,780,509円、期中追加設定元

本額は6,965,175円、期中一部解約元本額は999,474,907円です。

（注） 当親ファンドを投資対象とする投資信託の当期末元本額は、以

下の通りです。 

 優良好配当･日本株式ファンド（愛称 投資の原点） 

 1,887,270,777円

○損益の状況 (2022年４月12日～2023年４月11日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 84,508,227   

 受取配当金 84,518,650   

 受取利息 173   

 その他収益金 478   

 支払利息 △     11,074   

(B) 有価証券売買損益 206,743,295   

 売買益 339,612,325   

 売買損 △132,869,030   

(C) その他費用等 △      3,658   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 291,247,864   

(E) 前期繰越損益金 223,381,849   

(F) 追加信託差損益金 734,825   

(G) 解約差損益金 △124,225,093   

(H) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ) 391,139,445   

 次期繰越損益金(Ｈ) 391,139,445   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は、期末の評価換えに

よるものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 損益の状況の中で(G)解約差損益金とあるのは、中途解約の際、

元本から解約価額を差し引いた差額分をいいます。  
 

<お知らせ> 
該当事項はございません。 
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